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１ 開 会 １４時００分

教育長から、「議題第１４号」、「議題第１５号」、「その他④」、「その他⑤」に

ついては、後日公表予定であること、「議題第１６号」については、公にすることによ

り率直な意見の交換が損なわれるものであること、「臨時代理報告第２号」、「議題第

１７号」、「議題第１８号」、「議題第１９号」については、人事に関するものである

ことから、非公開での審議が適当である旨の提案がなされ、出席者全員で異議なく決定

した。

２ 前回の会議録の承認

教育長から、６月２８日の６月定例教育委員会の公開部分の会議録の承認について諮

られ、出席者全員で異議なく承認した。

３ その他

◎ その他① 平成３０年６月定例県議会について

教育政策課長

（資料に沿って説明）

説明は以上です。

教育長

この件に関しまして、質問や意見等はありませんか。

それでは、この件については、これで終わります。

◎ その他② 次期「宮崎県教育振興基本計画」の策定について

教育政策課長

（資料に沿って説明）

説明は以上です。

島原委員

先ほどちょっと説明があったかとは思うんですけれども、県の総合計画の中で

、産業づくり、街づくり、人づくり、三つの分野に分かれて各審議会の中で議論

をされて総合計画が作られていくと思うんです。そのときに、この教育振興基本

計画との整合性というか、具体的にどういうふうにつながっていくのかという辺

りをどうするのかというのが、現時点で分かっていましたら教えていただきたい

んですけれども。

教育政策課長

総合計画は、それぞれの分野ごとに有識者の審議会等で策定しまして議論いた

だきまして、当然それを踏まえた上でこれも策定しないといけないことになりま

すけれども、我々としてもこの基本計画に当然その議論を踏まえた上で、別途、

有識者の懇話会を設置しまして、そちらでまた議論していただいて、振興計画を
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策定するということになります。

島原委員

はい。ただ、教育委員会の方から私に出るようにという話があって、県の総合

政策課から話があったみたいなんですけれども、そこをどっちの意見を踏まえて

発言するべきなのかという辺りが分からなかったので。

教育政策課長

補足ですけれども、総合計画の分野施策の柱立てというのが決まりますので、

そこは連動して、具体的な中身の議論というのはまた別途ということで、当然フ

レームは同じものに、連動するような形にしていくことになると思います。それ

と指標とかそういったものも連動することになってこようかと思います。

島原委員

はい、分かりました。できる限り私もこの教育委員会の中での話を踏まえて話

はしたいと思います。

◎ その他③ 県立学校のブロック塀等点検の結果について

財務福利課長

（資料に沿って説明）

緊急性の高い箇所については、早急に安全対策を実施することとし、それ以外に

ついても劣化状況を見ながら計画的に改修を行う予定です。説明は以上です。

高木委員

早急にというのは、大体どれくらい。子どもたちが夏休みなので良いと思いま

すけど、具体的には大体いつぐらいの計画ですか。

財務福利課長

基本的に調査して状況を確認しました。それで、危険な所の周知といいますか、

表示板等を付けて近づかないとか、そういったことをまず対応しております。規模

が様々ありますので、数メートルのところから数百メートルのところ。それに伴っ

て、対応しやすいものについてはすぐにでもできる、学校でもできるというものも

ございます。あるいは、その工事の設計からやらないと規模が大きすぎるのでまず

は設計を、といったものもございます。そういったものを見ながら、基本的には公

道に面している所など地域の方等への安全も配慮して、予算等の兼ね合いもござい

ますけれども、その辺を判断しながら進めていきたいと思っております。

高木委員

はい、分かりました。

島原委員

予算措置はどうなっているんでしょうか。
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財務福利課長

まず、工事費の見積りがまだ出ないところであります。設計をして工事費等が

出てまいりますので。総額予算もまだ見えないところです。緊急性のあるものに

つきましては、もちろん予算が不足する場合は補正等もあり得るかなと思います

けれども、現時点では規定予算といいますか、通常の修繕費等がございますので

、そういったものをまず充てていって、それで足りるか足りないかみたいなこと

を判断していきたいと考えております。

島原委員

なるほど、今はまだそういう段階なんですね。

財務福利課長

はい。

島原委員

大規模になれば補正も必要になってくると。

財務福利課長

はい。規模によっては４００メートル５００メートルあるところもございまし

て、それを全部撤去してまたフェンス等をやるとか、あるいは擁壁を兼ねたよう

なブロックもございます。そういったものについては抜本的に擁壁に作り直す、

そういったことも出てきますので、工事見積りといいますか、設計がちょっと時

間がかかりますので、それの予算によって対応はしていきたいと考えております

。

島原委員

はい、ありがとうございます。

◎ その他⑥ 宮崎県生涯学習審議会の答申について

生涯学習課長

（資料に沿って説明）

この答申を受けまして、本県における生涯学習振興の充実がより一層図られるよ

う努力したいと考えております。なお、答申の詳細につきましては別冊をお配りし

ておりますので、そちらで確認していただけたらと思います。説明は以上です。

松山委員

地域づくりを重要視されるということは、とても素晴らしいことだと思うんで

すけれども、２２ページの第３章の１にあるとおり、生涯学習の一つの目的とし

てはやはり学習の側面というのはどうしても残ってくると思うんですけれども、

そういう今まで個人の要望で自己実現というか、生涯学んでいこうというそれぞ

れの目的で参加されていた方々が、ちょっと地域づくりというところを大きく全
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面に出すと、なかなか参加しづらいというような雰囲気もあるのかなという、こ

の答申が地域づくりというところを重点的に書かれているので、そういう印象を

持ったんですけれども、個人の実現としての生涯学習の特質とのバランスをどの

ように取られるのかなというのがちょっと気になったところです。

生涯学習課長

そこにありますように、趣味とか教養の部分を否定するというものではないと

いうふうに認識しておりますので、これからの地域づくりを考えたときにそうい

う部分もしっかりやっていくことも必要でありますし、加えて、そういう地域づ

くりにつながるような地域課題の解決、そういった場を作っていくことが重要で

あるという答申になっているというふうに認識しております。

松山委員

学習が主なのか地域づくりが主なのか、どちらが先ということはないと思うん

ですけれども、はっきりするのは難しいと思うんですけれど、その辺の目標とい

いますか、その辺は明らかにできるといいのではないのかなという感想を持ちま

した。

生涯学習課長

諮問の中身として答申の後ろから２枚目、ここに諮問がございまして「持続可

能な地域社会を創るみやざきならではの生涯学習の在り方について」諮問されて

おりますので、そこに答えるという形での審議がなされたと。ただ、先ほども申

しましたように、個人の趣味とか教養の部分を否定するものではないかなという

ふうに考えております。今後、こういう答申の中身をきちんと理解して、例えば

次年度以降の生涯学習課の事業でありますとか、先ほど説明がありました、次期

振興計画の辺りにも反映ができればいいかなというふうには考えております。

松田委員

２２ページの第３章の４番、「コーディネーターの必要性」ということがここ

でうたってあるわけですけれども、確かにそこに書いてあるように地域づくりの

取組がつなぐコーディネーターの役割が重要であるということで、○の三つ目、

社会教育主事の適切な配置、これにつきまして、だんだんと市町村の社会教育主

事の配置等については元気がないような気がするんですけれども、今後力を入れ

ていただけるんでしょうかということです。

生涯学習課長

市町村の財政の状況等もあるかと思いますが、県としては国の実施する社会教

育主事講習がありますので、そういった部分、あるところへの参加、そういった

働きかけをしていきたいと考えております。確かに委員のおっしゃるとおり、だ

んだん少なくなってきている状況がございますので、そういう旗振りはしていか

なければいけないかなとは思っております。

松田委員
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学校の先生方の方もやはり社会教育関係に携わっていかないと地域づくりはで

きないと思いますので、できれば先生方の方にも社会教育主事の免許が取れるよ

うな機会があればと思います。以上です。

島原委員

大変素晴らしい答申を作っていただいたんじゃないかなという感想です。私は

やっぱり宮崎はもっと経済的にも文化的にも豊かな地域にならないといけないか

なというふうに思っていまして、そのためにはやはり生涯にわたって学び続ける

という風土を作っていく必要があるというふうに思うんですよね。以前ハワイに

行ったときに、ハワイ大学がコミュニティカレッジというものをいろんな所に作

って、そこに社会人が行って学び続けるという学び方が定着していたので、素晴

らしいなと思ったんですけれども、本来それくらいまで高めていくと、やはり一

番私たちが思っているのは、経済人の責任でもあるんですけれども、もっと賃金

を上げたりだとか豊かな地域にするべきなんですけれども、そのためには教育の

力というのは一番大事なことなので、学び続けるということが大きくうたわれて

、生涯にわたって学習し続けるというのが明確にこういうふうに書いてあるとい

うのは素晴らしいなと思いました。その中で、２点ほどあるんですけれども、一

つは最近、交流人口というのがよく言われるんですね。地域の課題に対して都会

の方々が地域に関わって、地域の課題に関わることで、住むのではない、遊びに

来るのではない、この地域にずっと関わる人たちが生まれてくるということを言

っているんですけれども、そういう方々との協働の場みたいなものが、学ぶ人た

ちとそういう県外から来る人たちとの交流が促進されるというのが大事だという

のと、もう一つは、県内でのいろんな方々との交流を作り出す。先日、公立大学

で地域人事部という構想の話を聞いたんですけれども、地域にある課題を企業単

体とか自治体単体で解決するんじゃなくて、いろんな方々が地域の課題について

討議をするということ、そういったことが実は非常に学びの場になっているとい

うことなんですよね。それに学生も加わったりとか、そういう学び方というのが

こういったことの提案に沿って、何か作り上げていくということになると、本当

に宮崎ならではというか、宮崎で特徴のある生涯学習というのが実現できるんじ

ゃないかなというふうに思いますので、素晴らしいんじゃないかなというふうに

見て、内容についてはまだ詳しくは見ていませんけど、素晴らしいなと思いまし

た。

◎ 次回会議の日程等について

教育長

それでは、次回定例会は、８月３０日、木曜日、１４時からとなっておりますの

でよろしくお願いします。

これより後、会議冒頭の決議により非公開とします。

傍聴者の方は、御退席をお願いします。

暫時休憩とします。


